
泳ぐ木
人が泳いでいる
犬が泳いでいる

そのむこうで一本の木が泳いでいる
烏が一羽飛んできて
烏のことばではなしたか
木のことばではなしたか
烏が飛び立つ
木は泳いでいる

そっと海がかしいで
切り立つ崖のよう
木もかしいで
小石のよう
短い声あげて
木も海も沈む
泳ぎ疲れた犬も
人もいっしょに

詩画集

詩・安水稔和
画。津高和一
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株式会社木下真珠
〒6 5 O 神戸市中央区山本通1 丁目7 - 7 ( 北野坂】
ＴＥＬ（078)221-3170
1 0 : 0 0 ＡＭ～6 : 0ＯＰＭ<木曜日も営業をしています）

･ 写奥の商品はいずれも南洋典珠。
（ネソクレスー￥4 . 3 2 0 . 0 0 0 1 ルグ･￥] , 5 2 0 . 0 0 0 イヤリング￥1 , 1 0 0 , 0 0 0 ）

･ 木下真珠オーダーサロンでは、ご婚礼のための真珠･ ジュエリーを各種取揃えています。
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トルコブルーの秋空に

揺れる女たち

クラシックと格調を

装いに漂よわせて……。

9／も ・６．７

閏（土）（日）

パリ・ミラノから秋・冬の

コレクションが到着いたし

ましたｃ

ロ

玉
クチュール＆プティク

カインザー
｡ / ､ 阻冒誌１

〒6 5 O 神戸市中央区三宮町１丁目
さんプラザ２ＦＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 7 9 5 2

、
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懐かしい音楽が間こえてきます。焼きたてのパンのおいし

い匂いもほのかに漂ってきます。急坂の歩道を子供たちが

かけっこをしてゆきます。洋館の石段でスケッチブックを

広げる人、肩を寄せあう恋人たち。大丸はそれぞれの人生
をもっと楽しみたい人の、生活公園です。

鯵に患WM：fMR鑑』<ｏＢＥ
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一三筆画

Lily，ａｉｍｅ－ｍｏｉ，１９７５

愛とユーモアのファンタジー

J･Ｍ
■９月４日④～９日⑬（最終日５時閉場）■６階催会場■入場料：一般
5 0 0 円／大・高生3 0 0 円／中学生以下無料匝羊催：毎日新聞社／毎日コミ
ュニケーションズ国後援：外務省／文化庁／フランス大使館／ベルギー
大使館
欧米の一流雑誌のイラストを手がけ、世界的スターに踊りでたフォロン。彼の
描く都市や人物、木は、神話のような不思議な美しさをたたえています。十頭身
の四角頭の男、魂が抜けたロボットなど、その虹色の世界は絵天国といってよ
さそう。水彩画をはじめ、壁画、版画を一堂に集め、華やかに開催いたします。

惨口急MXlfMVh冒削<ｏＢＥ
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カタログのご請求は、インテルナきたむら
垂３７１－１２１２⑥まで

Ｍａｒｃｕｓ

こうべ･もとまち4 丁目念3 7 1 - 1 2 1 2 ⑯< 毎水曜定休日〉
－神戸店 ･ 京都店 ･ 姫路店 ･ 竜野店一

イタリアからのインテリア･ メッセージ

－雨１

－

元
町

暮らしに生きる良い家具を

》召
イコラ副Ｕゴ

三ＩＣｄＪ＝
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』
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
て
す

め
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

』
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す

９
月
号
目
次
鰯
１
９
８
６
．
叱
３
０
５

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
中
西
勝

ｇ
神
戸
っ
子
駈
／
四
方
恭
子
・
小
浜
裕
一

に
あ
る
集
い
／
国
際
ジ
ャ
バ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎
・
劇
団
青
い
森

胸
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
／
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
洗

脳
詩
画
集
「
四
季
」
詩
／
安
水
稔
和
・
絵
／
津
高
和
一

旧
神
戸
の
物
語
／
緒
方
し
げ
を

出
わ
た
し
の
意
見
／
山
崎
進

訓
随
想
／
楠
本
喬
章
・
小
西
松
甫
・
米
谷
玲
子

魂
エ
ッ
セ
イ
／
岡
田
嘉
夫

誼
こ
う
べ
味
な
旅
／
安
達
瞳
子

調
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
音
塞
俊
話
／
由
村
催

恥
地
域
文
化
論
／
嶋
田
勝
次

躯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

岨
経
済
ボ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ｉ
ナ
ル

印
〈
特
集
〉
回
髄
神
戸
結
婚
物
語
回
顧
ザ
・
結
婚
回
神
戸
最
近
結
婚
事
情

餌
ス
ポ
ー
ツ
エ
ッ
セ
イ
／
辻
谷
き
ぬ
子

髄
宝
塚
対
談
／
憧
津
秀
雄
＆
杜
け
あ
き

疋
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
／
佐
本
進
受
賞
を
祝
う
会
・
福
富
学
園
印
周
年
記
念

花
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

別
も
う
さ
ん
の
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
、
／
淡
路
く
に
う
み
文
化
祭

出
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ
／
三
枝
和
子
カ
ッ
ト
／
元
永
定
正

Ⅲ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
／
久
武
真
由
美

Ⅳ
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク

Ⅷ
動
物
園
飼
育
日
記
面
）
／
亀
井
一
成

哩
小
山
乃
里
子
の
華
麗
な
る
男
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ｉ
／
東
仲
一
矩

剛
神
戸
の
集
い
か
ら

剛
神
戸
を
福
祉
の
町
に
／
橋
本
明

Ⅷ
有
馬
歳
時
記

伽
出
会
い
の
旅
／
丸
山
登
美

Ⅷ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
Ｉ
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

服
コ
ー
ベ
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

剛
シ
ネ
マ
試
写
室
／
淀
川
長
治

噸
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

剛
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

Ⅷ
ぴ
っ
と
い
ん

剛
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

岬
翻
糊
剛
蛎
砕
糊
嫡
聴
一
帯
詐
縦
鳴
子
（

収
海
・
船
・
港
／
さ
ん
ふ
ら
わ
ぁ
７
乗
船
記

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也

言喝
。

■

。

カ
ッ
ト
／
杉
山
知
子

住

百

鳥､ 厩還廿, , . ｡ 、' A 〆？
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&PＧ胸ﾝ 階

展示会
< 新車・中古車・改造車8 0 台が勢ぞろい〉

９月20弛・副％)Ag:ＣＯ~M5:○○
くところ＞神戸国際展示場

※お問い合わせは……

兵庫県プロパンガス卸協議会迄ａ( 0 7 8 ) 3 6 1 - 8 0 6 8 . 8 0 6 9 先着2 , 0 0 0名様に粗品惟畢
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三愛

〆
ー

神戸･三宮(ぎんプラザ･センターﾌ ﾟ ﾗ ず）

営業時間
ＰＨＯＮＥ

3Ｆ
Ａ・M 1 1 : ００～Ｐ・Ｍ８: 0 0
- 0 7 8 ( 3 3 2 ) 1 6 9 8
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サロン爵塑’
･ デザイン小林葛里子、ＰＨＯＴＯ田村太平

ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１
２９
１

神
戸
は
幕
末
時
に
は
、
人
口
一
万
数
千
人
の
小
さ
な
寒
村
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
明
治
十
年
の
調
査
の
時
に
は
十
万
人
に
な
っ
て
い

た
ん
で
す
。
こ
れ
は
ど
こ
の
都
市
よ
り
も
激
し
い
都
市
化
が
進
ん

だ
結
果
で
し
ょ
う
。
そ
の
激
し
い
都
市
化
の
中
身
と
い
う
の
は
つ

ま
り
、
当
時
の
地
の
人
間
の
十
倍
の
よ
そ
者
が
流
れ
込
ん
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
と
き
か
ら
神
戸
に
は
「
よ
そ
者
」

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
「
明
る
く
て
カ
ラ
ッ
と
し
た
気
質
」
が

青
く
ま
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
神
戸

っ
子
の
一
番
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国
的
に
「
神
戸
が

一
番
住
み
や
す
い
町
」
と
い
う
評
価
を
得
て
い
る
最
大
の
理
由
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
自
分
達
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
首

長
を
選
ぶ
の
に
も
「
地
元
の
人
を
ｌ
」
と
い
う
も
の
さ
し
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
す
。
す
ぐ
れ
た
人
物
な
ら
出
身
地
は
ど
こ

で
も
か
ま
わ
な
い
、
と
い
う
の
が
神
戸
っ
子
の
考
え
方
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
欧
米
に
近
い
「
個
人
主
義
」
を
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
す
ば
ら
し
い
市
民
性
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
も
そ

れ
だ
け
で
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
何
か
物

足
り
な
さ
を
感
じ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
他
の
府
県
、
地
域
に
見
ら

れ
る
「
身
び
い
き
の
文
化
」
が
、
神
戸
に
は
足
り
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
野
球
で
言
え
ば
、
名
古
屋
は
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
、
広
島
は
カ
ー
ブ
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
・
…
．
．
と
い
っ
た
よ

う
に
、
ふ
る
さ
と
志
向
を
根
づ
か
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
う
い
っ
た
「
身
び
い
き
の
文
化
」
が
強
い
地
域

で
は
、
地
元
の
企
業
を
大
切
に
し
、
大
事
に
育
て
て
ゆ
く
基
盤
が

あ
る
か
ら
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
神
戸
っ
子
の
カ
ラ
ッ
と
し
た
気

質
が
地
場
産
業
の
経
営
基
盤
を
苦
し
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
節
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ
へ
目
を
向

け
て
、
地
元
の
産
業
を
礎
り
立
て
る
の
も
、
ひ
い
て
は
雇
用
機
会

の
増
大
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
い
さ

さ
か
我
田
引
水
で
は
あ
り
ま
す
が
、
神
戸
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
。
ラ

ジ
オ
の
三
社
と
行
政
と
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
新
し
い
ふ
る
さ
と

志
向
、
地
域
主
義
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
我
々
ラ
ジ
オ
局
も
い
い
番
組
を
作
っ
て
、
市
民
に
も
っ
と

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｒ
人
口
一
万
数
千
人
の
小
さ
な
寒
村
だ
っ

‐
年
の
調
査
の
時
に
は
十
万
人
に
な
っ
て
い

』
こ
の
都
市
よ
り
も
激
し
い
都
市
化
が
進
ん

」
の
激
し
い
都
市
化
の
中
身
と
い
う
の
は
つ

く
間
の
十
倍
の
よ
そ
者
が
流
れ
込
ん
だ
と
い

曙
そ
の
と
き
か
ら
神
戸
に
は
「
よ
そ
者
」

把
る
「
明
る
く
て
カ
ラ
ッ
と
し
た
気
質
」
が

吾
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
神
戸

）
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国
的
に
「
神
戸
が

と
い
う
評
価
を
得
て
い
る
最
大
の
理
由
で

た
と
え
ば
自
分
達
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
首

辿
元
の
人
を
ｌ
」
と
い
う
も
の
さ
し
を
持
ち

』
す
。
す
ぐ
れ
た
人
物
な
ら
出
身
地
は
ど
こ

」
い
う
の
が
神
戸
っ
子
の
考
え
方
で
あ
り
、

》
「
個
人
主
義
」
を
感
じ
ま
す
。

群
市
民
性
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
も
そ

〕
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
何
か
物

）
で
す
。
そ
れ
は
他
の
府
県
、
地
域
に
見
ら

〈
化
」
が
、
神
戸
に
は
足
り
な
い
ん
じ
ゃ
な

‘
。
そ
こ
で
野
球
で
言
え
ば
、
名
古
屋
は
ド

“
－
プ
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
・
…
．
．
と
い
っ
た
よ

脚
を
根
づ
か
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ろ
た
「
身
び
い
き
の
文
化
」
が
強
い
地
域

己
大
切
に
し
、
大
事
に
育
て
て
ゆ
く
基
盤
が

』
言
え
ば
、
神
戸
っ
子
の
カ
ラ
ッ
と
し
た
気

管
基
盤
を
苦
し
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

ン
ま
す
。
も
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ
へ
目
を
向

空
惑
り
立
て
る
の
も
、
ひ
い
て
は
雇
用
機
会

）
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
い
さ

”
り
ま
す
が
、
神
戸
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
。
う

こ
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
新
し
い
ふ
る
さ
と

イ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

局
も
い
い
番
組
を
作
っ
て
、
市
民
に
も
っ
と

ソ
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
２９
１

☆
私
の
意
見

根
づ
か
せ
た
い

身
び
い
き
の
文
化

山
崎
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主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子

本
誌
は
昭
和
副
年
に
創
刊
妬
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
・
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
左
記
の
通
り
に
各
賞
の
受
賞
作
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
ｎ
回
の
本
年
よ
り
さ
ら
に

質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
「
神
戸
文
学
賞
」
の
名
称
に
統
一
、
受
賞
作
を
一
作
品
と
し
て
、
現
在
、
広
く

作
品
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

。
第
一
回
神
戸
文
学
賞
「
島
之
内
ブ
ル
ー
ス
」
（
田
廃
新
Ⅱ
尼
崎
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
ペ
ッ
ト
の
背
景
」
（
小
倉
弘
子
Ｉ
大
阪
市
）

・
第
二
回
神
戸
文
学
賞
「
姥
捨
て
」
（
奥
野
忠
昭
Ｉ
大
阪
府
柏
原
市
）
「
生
活
」
（
吉
峰
正
人
Ⅱ
神
一
足
巾
）

（
こ
の
回
の
神
戸
女
流
文
学
菰
は
該
当
な
し
で
、
神
一
星
空
食
を
二
作
が
受
批
）

・
第
三
回
神
戸
文
学
賞
「
自
由
と
正
義
の
水
た
ま
り
」
（
蒼
竜
一
Ⅱ
奈
良
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
夢
の
消
滅
」
（
大
原
由
記
子
Ｉ
高
知
市
）

・
第
四
回
神
戸
文
坐
賞
「
溶
け
る
闇
」
（
高
木
敏
克
Ⅱ
神
戸
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
影
と
楼
む
」
（
田
口
佳
子
Ｉ
伊
丹
市
）

・
第
五
回
神
戸
文
単
賞
Ⅱ
該
当
作
な
し
、
同
女
流
文
筆
賀
「
痕
跡
」
（
久
保
田
匡
子
Ⅱ
大
阪
市
）

・
笠
ハ
回
神
戸
文
坐
食
「
ガ
チ
ャ
マ
ン
」
（
罵
祉
満
作
Ⅱ
神
一
足
巾
）
同
女
流
文
学
賞
該
当
作
な
し

・
第
七
回
神
戸
文
準
賞
「
凶
烏
の
群
」
（
徳
留
節
１
京
都
市
）
園
基
流
文
学
賞
「
花
い
ち
も
ん
め
」
（
新
光
江
Ⅱ
鳥
取
市
）

・
第
八
回
神
戸
文
筆
賞
「
昔
の
眠
」
（
服
部
洋
介
Ⅱ
神
一
星
巾
）
同
女
流
文
学
賞
「
蓄
薮
の
遼
音
」
（
菊
池
佐
紀
Ⅱ
愛
媛
県
）

・
第
九
回
神
戸
女
流
一
室
賞
「
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
グ
」
（
桑
井
朋
子
Ⅱ
高
石
市
）
「
い
ち
じ
く
」
（
字
山
翠
Ⅱ
北
九
州
市
）

（
こ
の
回
の
神
一
戸
丸
学
覚
は
該
当
な
し
で
、
神
戸
女
流
令
室
典
を
二
作
が
受
世
）

・
第
十
回
神
戸
文
学
賞
「
お
ど
ん
ナ
海
陛
（
塚
田
照
夫
Ⅱ
長
瞳
、
）
「
オ
レ
ン
ジ
色
の
間
」
（
舟
木
か
な
子
Ｉ
神
一
口
市
）

こ
こ
に
第
、
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清

新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ
一
、
受
賞
作
品
発
表
は
本
誌
昭
和
六
十
二
年
新
年

一
、
応
募
作
品
は
小
説
と
し
、
応
募
資
格
は
問
い
号
誌
上
で
、
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

ま
せ
ん
。
た
だ
し
応
募
作
品
数
は
一
篇
に
限
り
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

ま
す
。
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
一
、
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
受
賞
作
品
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
三
拾
万
円

も
の
に
限
り
ま
す
。
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
字
詰
、
ｌ
伽
枚
。
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
略
市
中
央
区
東
町
二
三
の
一
大
神
ピ
ル
九
階

歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
梗
概
を
っ
月
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

け
て
下
さ
い
。
電
話
○
七
八
’
三
三
一
’
二
一
一
四
六

一
、
締
切
り
は
九
月
三
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

八
選
考
委
員
Ｖ
小
島
輝
正
。
川
端
柳
太
郎
。
島
京
子

口
第
制
回神

戸
文
学
賞
作
品
募
集 １

３０
１
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